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こ
の
写
真
は
、
昭
和
二
十
二

年
こ
ろ
の
も
の
で
、
田
沢
中
学

校
の
教
頭
を
し
て
い
た
羽
深
先

生
ご
夫
妻
か
ら
、
は
じ
め
て
お

花
を
習
い
、
仲
間
と
と
も
に
文

化
祭
に
出
品
し
た
と
き
の
も
の

で
す
。
こ
の
こ
ろ
は
、
お
花
を

や
る
人
も
少
な
く
、
見
物
に
訪

ず
れ
た
人
は
、
風
流
で
と
て
も

い
い
と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
き
れ
い
な
花
を
生
け
て
い
る

と
、
気
持
ち
が
落
ち
つ
き
、
気

分
が
す
っ
き
り
し
ま
す
。

　
生
花
は
、
私
の
心
の
支
え
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
左
か
ら
二
番
目
が
小
林
さ
ん
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7月11日～8月10日

保健衛生の

　お知らせ

あ怠さん
忘れないで

ヘヘ
90くる
》巧

■村民健康検診

　滑31日　9：00～10＝30／如来寺、角問、葎沢、土倉、倉下・小出

　勘、ざ　13：00～14＝30／芋沢、高道山、朴木沢、市之越、朴木

　　　　　沢新田、たか羽、白羽毛、程島

　8月1日　9：00～10：30／小原、東田沢、豊里、新屋敷、本屋敷、

δ、へ堀之内　　磁　　伽己
　　　　　13：00～14：30／上山、椿硬原t、宮中、芋繍田

　8月2日　9：00～10：30／田中、田代、下山、重地

　湾非　　13＝00～14：30／礪、通＃由、芋川・倉俣・清田山雀海、二

　8月3日　9：00～10：30／田沢、山崎、新里、原町　　　　　弗星、1

　　♪1信1ρ　13：00～14：30／桂、荒屋、西々、西田尻、東田尻

■母親学級

　7月20日／12：30～13：00／上村病院／妊娠中の保健（後期）

0妊婦検診
　7月20日　13：30～14：00／上村病院

謄、～％日まで健康管理室は、村民健康検診のため留守になります

ので乳児医療等の手続きはその期間をはずしておいてください。

13㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13｝00～16：00）

14（土）
農地転用許可申諭〆切

⑮㈱
体日救急医（第2藤巻医院a68－2018）
農巣委員選挙投票日

16（月）

婚人リーダー養成講座（古典にふれる、総合センター14：00～）

運転者講習会（倉俣地区）

17　　（火）

家庭教青講座（中学生と進路、総合センター20：00～）

18㈱
農業者年金相談サービス（長岡市厚生年金会館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　10：30～15：00）

20㈹
農家相談日（役場19：00～21：00）

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）
母親学級、妊鱒検診（右参照）、運転者講習会（貝野地区）

②勧
休日救急医（池田医院費52－2581）

清津峡まつり

23　　（月）

健康相談日（保健センター9：30～16：00）
婦人リーダー養成講座（古典にふれる、総合センター14：00～）

25（水）
運転者講習会（清津峡地区）

26（木）
老人クラブゲートボール大会（宮中村民グランド9：00～〉

27　　㈹

心配ごと行政相談日（老入福祉センター13：00～16：00〉
運転者講習会（田沢・南・北地区）

28（土）
NHK放送（清津峡まつり7：52～8：05）

癖懸
飯山線40周年記念、夏休み母と子の飯山線の派
休日急急医（山口医院魯52－2174〉
村民体育祭（田沢中グランド9：00～）

30（月）
賜人リーダー養成講座（古典にふれる、総合センター14：00～〉

31
　　（火）

1　（水）

村民健康検診（右参照）

2　（木）
広域農道起工式

3㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00〉

◎鋤
休日救急医（富田医院費52－3269）

6　（月〉

交通事故移勘相談所（十日町市役所10：00～15：00）

10⑨
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00）

つつが虫病が村内で1件発生しました。野外での作巣の際は
畏袖を猶るなど十分注意してください。

※変更する場合があります。衡用の際は担当課で確認を。

　
こ
の
写
真
は
、
七
月
一
日
、

清
津
峡
小
学
校
の
運
動
会
の
際

行
わ
れ
た
清
津
峡
タ
ル
ば
や
し

の
一
コ
マ
で
す
。
地
域
の
人
も

入
っ
て
打
ち
鳴
す
タ
ル
ば
や
し

は
、
と
て
も
壮
観
で
し
た
。

組
傷
働
困

▼
最
近
、
新
聞
紙
上
で
は
村
づ

く
り
の
話
題
が
た
く
さ
ん
載
っ

て
い
ま
す
。
中
里
村
の
人
口
も

今
は
横
ば
い
状
態
で
す
が
、
あ

と
十
数
年
後
に
は
、
減
少
傾
向

に
迫
車
が
か
か
る
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は

現
在
、
年
よ
り
夫
婦
だ
け
で
暮

ら
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け

ら
れ
る
か
ら
で
す
。

▼
若
い
人
が
中
里
村
に
U
タ
ー

ン
し
て
来
れ
る
よ
う
な
村
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は

村
民
一
人
ひ
と
り
が
村
づ
く
り

に
大
い
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
よ
う
〃
”
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　昭和57年7月にオーブンした清田山自然運動公園には、

今までにテニス、キャンブ、バーベキューなどを楽しむ人

たち6，300人が訪ずれています。地元の清田山集落では、も

っと多くの人たちから来ていただ二うと公園内の整備にカ

を入れています。消田山集落は、昔からまとまりが良く、

山村擾興事業や団体営事業でほ場整備に取り組んできまし

た。二の公園の誘致にあたっても、こうした集落の人たち

の前向きの姿勢が功を奏し実現しました。

■
り！

強

》鎌ぐ

　
清
田
山
自
然
運
動
公
園
は
、
新
林
業
構
造
改

善
実
験
事
業
の
森
林
総
合
利
用
促
進
事
業
を
利

用
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
度
ま
で
に
設
置
さ
れ
た
施
設
は
、
遊
歩

道
、
駐
車
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
、
炊
事
施
設
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ニ
面
、

管
理
棟
、
子
ど
も
広
場
（
遊
具
）
運
動
広
場
（
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
含
む
）
な
ど
で
す
。

　
今
年
度
は
、
更
に
運
動
広
場
に
全
天
候
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
ニ
面
が
こ
の
二
十
日
に
完
成
し
ま
す
。

　
清
田
山
集
落
に
公
園
が
誘
致
さ
れ
た
背
景
に

は
、
清
田
山
か
ら
の
林
道
と
田
代
か
ら
の
林
道

が
合
流
し
、
更
に
昭
和
五
十
五
年
に
清
津
峡
（
小

　　ζバハ＼）

勤出圏レ

』
ζ

　
，
－

護
○

士
　
ン

角
　
　
／
k

嫡
　
ー

鰻ぎ
熊　　　、　　　1　　　ノ　　ー、！
　　　￥

出
）
か
ら
の
林
道
が
合
流
す
る
こ
と
で
、
こ
の

一
帯
が
観
光
リ
ク
リ
ェ
ー
シ
ヨ
ン
基
地
と
し
て

将
来
有
望
視
で
き
る
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
林
道
も
年
々
舗
装
が
進
み
、
清
田

山
自
然
運
動
公
園
を
中
心
に
、
清
津
峡
ま
で
車

で
十
五
分
、
七
ツ
釜
ま
で
も
十
五
分
で
行
く
こ

と
が
で
き
、
絶
好
の
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー
ス
で
す
。

　
年
金
保
養
基
地
が
十
二
月
に
オ
ー
プ
ン
す
れ

ば
、
こ
の
コ
ー
ス
ヘ
の
観
光
客
が
増
え
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
機
会
を
大
い
に

利
用
し
、
魅
力
あ
る
公
園
づ
く
り
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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一
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施　　　　　設
利　　　用　　　料

単　　位 金　　額

休　　　憩　　　室 窪鋳、麹、p 50円

シヤワー更衣室 無　　料

テニ　ス　コー　ト
壕雛鰯　薙人 200円
網鱗幾湊鋸ま 1，000円

テニスラケッ　ト 難繊、、 100円
テニスボール

羅、瀬 実　　費

バレーボールコート 灘厳繍 500円
貸テント4人用 犠馨趨鶴 500円
テン　ト持込料 ↑張 300円
貸　　　毛　　　布 1枚2爾闘 200円
ま　　　　　　　　き 窪束 200円
キャンプファイヤー用まき 1　國体 3，000円

炊　　事　　施　　設 無　　料

バーベキュー用鉄板

葉　＠　（大） 300円
〃　　（中） 200円
〃　（小） 100円

●釣堀りは7月、8月のみ

　
キ
ャ
ン
プ
の
楽
し
み
の
一
つ

は
食
事
づ
く
り
で
す
。
こ
の
炊

事
施
設
に
は
、
蛇
ロ
八
つ
と
カ

マ
ド
十
個
が
完
備
さ
れ
て
い
ま

す
。
思
い
切
り
、
飯
ご
う
炊
飯

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　　　　蟻購
●

　
親
子
連
れ
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
遊
具
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
パ
パ
と
マ
マ
は

テ
ニ
ス
で
子
ど
も
た
ち
は
、
遊

具
や
釣
り
堀
り
で
大
い
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

！、癖ン磨暢齢峡湘幽然難舩雛㈱

　渉⑱醗

騨拶A－B 30分

B－C 1時間40分

C－D 20分

C－E 1時間40分

●

灘繍の鶏鵜鱗繋灘編鹸繕輝灘嶺欝巻

A満津鋏

。黛〕「
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綱厭塗藻繋襲麹

　
七
月
二
十
日
に
は
、
全
天
候
型

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
二
面
完
成
し

ま
す
。
従
来
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と

合
せ
て
四
面
使
用
で
き
ま
す
。

　
標
高
五
百
屏
の
涼
風
の
中
で
テ

一
一
ス
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
白
い
モ
ダ
ン
な
管
理
棟
の
中
に

ま
、
休
憩
室
が
二
室
、
更
衣
室
、

シ
ャ
ワ
ー
室
、
ト
イ
レ
が
完
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
自
然
を
満
喫
し
た

後
、
こ
こ
で
し
ば
し
の
休
憩
を
ど

う
ぞ
。

　
こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
テ
ン
ト

を
三
十
五
張
で
き
ま
す
。
満
天
の

星
を
な
が
め
な
が
ら
の
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
ィ
ヤ
ー
は
最
高
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
も
よ
し
、
ハ
イ
キ
ン

グ
も
よ
し
何
で
も
楽
し
め
ま
す
。
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こ活

二
～
三
ペ
ー
ジ
で
清
田
山
自
然
運
動
公
園
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
の
公
園
を
更
に
良
く
し
よ
う
と
ガ

　
ン
バ
ッ
て
い
る
皆
さ
ん
の
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。
清
田
山

　
集
落
で
は
、
最
近
若
い
人
た
ち
も
定
蒲
し
、
こ
の
公
園
の

　
　
今
後
の
方
向
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
閣
度
ご
利
用

　
　
に
な
っ
て
改
善
す
ぺ
き
点
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い

　
　
　
と
恩
い
ま
す
。

集
落
ぐ
る
み
で

　
　
　
公
園
を
管
理

竃
680購

τ
穿

・
ε　

’

▲バーベキューでにぎわう

山
田
（
政
）
　
こ
の
公
園
を
作
る

に
あ
た
っ
て
は
、
桑
畑
、
杉
林
、

な
ど
が
随
分
つ
ぶ
れ
た
り
し
ま

し
た
が
、
地
主
の
人
た
ち
の
用

地
の
無
償
提
供
の
お
か
げ
で
運

営
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

山
田
（
伊
）
　
集
落
の
道
普
請
な

ど
共
同
作
業
の
際
に
も
、
何
人

か
で
公
園
の
整
備
に
当
っ
て
い

ま
す
。

山
田
（
陽
）
　
お
年
よ
り
は
、
公

園
内
の
草
と
り
や
草
刈
り
を
や

っ
て
く
れ
ま
す
し
、
婦
人
会
の

人
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
花
を

植
え
て
、
少
し
で
も
訪
ず
れ
た

人
た
ち
に
良
い
印
象
を
与
え
よ

う
と
ガ
ン
バ
ッ
テ
い
ま
す
。

出席者

公
園
の
建
設
で

　
　
集
落
内
に
活
気
が

ち
ら
も
集
落
総
出
の
協
力
の
元

な
か
な
か
盛
大
な
も
の
に
な
り
、

村
中
の
人
た
ち
に
喜
ば
れ
ま
し

た
。
公
園
が
で
き
た
こ
と
で
、

村
に
活
気
が
で
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

山
田
（
陽
）
　
清
田
山
と
い
う
と

山
の
中
だ
な
あ
ー
と
い
う
イ
メ

；
ジ
が
強
か
つ
た
の
で
す
が
、

公
園
が
で
き
た
こ
と
で
、
拓
け

た
と
い
う
感
じ
で
お
年
寄
り
た

ち
も
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

山
田
（
伊
）
　
観
光
で
収
益
を
得

る
こ
と
に
対
し
て
は
、
ま
っ
た

く
無
知
で
し
た
が
、
公
園
ま
つ

り
の
時
、
シ
イ
タ
ケ
や
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
売
っ
た
り
、
管
理
棟

で
野
菜
を
即
売
し
た
り
し
て
、

徐
々
に
こ
の
公
園
を
利
用
し
て

収
益
を
上
げ
る
意
識
が
生
ま
れ

て
き
て
い
ま
す
。

鴛湘

耀

誕

’

清
津
峡
・
清
田
山
・
七
ツ
釜
を

　
　
　
結
び
つ
け
た
観
光
を

山
田
（
政
）
　
去
年
の
盆
の
十
五

日
に
役
員
と
若
衆
が
中
心
と
な

っ
て
昼
間
は
公
園
ま
つ
り
、
夜

は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
行
い
、
ど

曽

’

糎
陰

山
田
（
政
）
　
清
津
峡
は
、
P
R

が
行
き
届
い
て
い
ま
す
が
、
こ

の
公
園
や
七
ツ
釜
は
知
ら
な
い

人
が
多
い
よ
う
で
す
。
村
内
の

山田陽子さん

0
　
5
　
1
魯
　
－
　
監
■
層
■
甲
　
l
　
　
I
　
ー

観
光
地
を
描
い
た
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
も
っ
と
P

R
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
、
観
光
地
に

行
く
案
内
板
を
各
所
に
設
置
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

山
田
（
陽
）
　
清
津
峡
ま
つ
り
に

合
わ
せ
て
、
清
田
山
で
も
七
ツ

釜
で
も
何
か
変
っ
た
催
を
し
、

も
っ
と
多
く
の
観
光
客
を
呼
ぶ

よ
う
に
し
た
方
が
よ
い
と
思
い

ま
す
。

山
田
（
伊
）
　
年
金
保
養
基
地
の

オ
ー
プ
ン
が
迫
っ
て
い
ま
す
が
、

清
津
峡
、
清
田
山
、
七
ツ
釜
の

関
係
を
密
に
し
、
お
互
い
を
活

用
し
た
形
の
観
光
ル
ー
ト
づ
く

り
を
行
い
、
訪
ず
れ
た
観
光
客

を
よ
り
長
時
間
、
中
里
村
に
滞

在
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

　
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

特
徴
の

あ
9～ る

公
」 園

に

山
田
（
陽
）
　
こ
こ
を
訪
ず
れ
た

人
の
希
望
で
、
管
理
棟
の
脇
に

魚
の
つ
か
み
ど
り
の
で
き
る
池

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

鐵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

1
　
　
9
　
　
ら
　
　
O
　
　
D
　
　
O
　
ー

に
利
用
者
の
声
を
大
切
に
し
、

み
ん
な
か
ら
喜
ば
れ
る
公
園
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

山
田
（
伊
）
　
将
来
的
に
は
、
共

同
で
民
宿
を
経
営
し
学
生
な
ど

の
合
宿
の
受
け
入
れ
も
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

山
田
（
政
）
　
清
田
山
に
来
な
け

れ
ば
、
味
わ
え
な
い
よ
う
な
特

徴
の
あ
る
公
園
に
し
た
い
と
思

い
み
ん
な
で
集
ま
る
度
に
知
恵

を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

公
園
は
、
非
常
に
斜
面
が
多
く

変
化
に
富
ん
で
い
ま
す
の
で
、

こ
の
地
形
を
生
か
し
た
大
型
滑

り
台
や
、
素
朴
な
遊
具
の
設
置

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

山
田
（
陽
）
　
こ
こ
か
ら
な
が
め

る
河
岸
段
丘
地
の
美
し
さ
は
他

に
は
な
い
と
思
い
ま
す
っ
こ
の

景
色
を
見
る
だ
け
で
も
本
当
に

気
分
が
い
い
で
す
よ
。

山
田
（
伊
）
　
去
年
か
ら
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
つ
と
し
て
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
大
豆
の
観
光
農

園
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

こ
う
し
た
こ
と
に
積
極
的
に
取

9

山田政孝さん
6■■■■陣　“■■』　　4■■■レ　“■■■9　　嘲■■■D　　網■■■■■　　d■騨

∂
　
8
　
　
9
　
9
　
　
D
　
　
鼻
、

り
組
み
清
田
山
の
人
た
ち
が
畑

を
管
理
し
、
都
会
の
人
た
ち
か

ら
収
穫
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど

で
地
域
の
活
性
化
を
図
り
た
い
。

山
田
（
政
）
　
村
内
の
有
志
が
東

京
の
錦
糸
町
の
カ
ッ
パ
祭
り
に

参
加
し
、
中
里
村
の
P
R
に
一

役
買
っ
て
い
ま
す
が
、
来
年
は
、

清
田
山
か
ら
も
二
～
三
人
参
加

し
、
清
田
山
自
然
運
動
公
園
の

P
R
を
し
て
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

山
田
（
陽
）
　
田
舎
の
な
い
人
に

田
舎
の
良
さ
を
昧
わ
え
る
よ
う

な
企
画
を
し
た
ら
ど
う
か
と
思

い
ま
す
。

山
田
（
伊
）
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

脇
な
ど
を
利
用
し
て
、
芝
桜
を

植
た
り
し
て
、
四
季
折
々
に
美

し
い
花
の
咲
く
公
園
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

山
田
（
政
）
　
こ
の
公
園
の
上
空

に
は
、
障
害
物
が
全
然
な
い
の

で
、
ラ
ジ
コ
ン
大
会
や
ゴ
ム
飛

行
機
大
会
、
池
を
利
用
し
た
手

作
り
模
型
船
大
会
な
ど
を
考
え

て
、
親
子
連
れ
を
ど
ん
ど
ん
呼

び
た
い
と
思
い
ま
す
。
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兼
業
農
家
の
増
大
と
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
で
、
　
“
農

業
を
や
め
た
い
”
農
業
規
模
を
縮
少
し
た
い
と
い
う
人
が

少
し
づ
つ
出
て
い
ま
す
。
二
う
し
た
こ
と
か
ら
村
で
は
、

農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
に
、
四
月
二
十
五
日
か
ら

農
地
銀
行
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
五
年
の
農
林
業
セ

ン
サ
ス
に
よ
り
ま
す
と
、
中
里

村
の
農
家
数
は
、
総
戸
数
の
七

〇
響
を
占
め
る
、
千
百
四
十
二

戸
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
内
の

約
六
〇
響
が
農
業
以
外
の
収
入

が
多
い
兼
業
農
家
で
す
。

　
若
い
人
の
勤
め
の
増
大
と
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
で
、
農
業

流
動
化
奨
励
金

農地銀行（農業委員会）

堀
お
こ
し
、
宣
伝

登
録

堀
お
こ
し
、
宣
伝

流動化推進委員（農業委員）

登録　　　登録
申請　　　申請

借
り
手
農
家

貸
し
手
農
家

農
地
あ
っ
せ
ん

を
縮
少
す
る
人
や
農
業
を
や
め

る
人
が
で
て
き
て
い
ま
す
。
そ

の
半
面
、
農
業
経
営
を
拡
大
し

た
い
と
考
え
て
い
る
人
も
い
ま

す
。　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
中
里

村
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
経

営
の
改
善
と
農
業
生
産
力
の
増

進
を
図
る
た
め
に
、
農
地
銀
行

を
設
立
し
、
遊
休
農
地
の
有
効

活
用
と
中
核
的
農
家
の
育
成
に

努
め
ま
す
。

農
地
銀
行
の
し
く
み

　
“
農
地
を
借
り
た
い
”
“
農
地

を
貸
し
た
い
”
と
い
う
希
望
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
地
区
の
流

動
化
推
進
委
員
（
農
業
委
員
）

に
申
し
出
て
、
農
地
銀
行
に
登

録
届
を
し
ま
す
。

　
農
地
銀
行
で
は
、
こ
れ
を
受

け
て
、
調
整
あ
っ
せ
ん
、
作
業

を
行
い
、
借
り
手
に
農
地
を
あ

っ
せ
ん
し
、
借
り
手
の
あ
っ
た

農
地
の
所
有
者
に
は
一
定
要
件

貸手に流動化奨励金が1。、当

獺鷲礁 ン
ー
繋

3鵡6年未満 10，000円
6～10年未満 20，000円

10年以上 30，000円

を
満
せ
ば
流
動
化
奨
励
金
を
支

払
い
ま
す
。

農
地
銀
行
の
特
典

O
農
地
法
の
許
可
は
必
要
あ
り

　
ま
せ
ん
。

O
貸
し
た
農
地
は
、
約
束
の
期

　
限
が
く
れ
ば
確
実
に
返
し
て

　
も
ら
え
ま
す
。

○
所
有
権
移
転
に
つ
い
て
は
、

　
申
請
者
に
代
っ
て
農
業
委
員

　
会
が
登
記
し
ま
す
。

O
農
地
を
売
っ
た
場
合
の
譲
渡

　
所
得
税
、
買
っ
た
場
合
の
不

　
動
産
所
得
税
が
軽
減
さ
れ
る

　
特
典
が
あ
り
ま
す
。

O
農
地
の
貸
し
手
に
、
農
地
流

　
動
化
奨
励
金
が
右
の
表
の
よ

　
う
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
ず
相
談
を

　
農
地
銀
行
に
つ
い
て
、
詳
し

く
知
り
た
い
人
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
へ
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

育大会
．盤漁

　
第
三
十
回
郡
市

社
会
教
育
大
会
が

六
月
二
十
四
日
、

総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
、
延
二
百

二
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
午
前
中
は
「
親

や
地
域
は
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に

何
を
し
た
ら
よ
い

か
」
と
題
し
、
四
人

の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

皿
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

皿
　
中
里
村
か
ら
は
、
・
青
少
年
育

㎜
成
村
民
会
議
の
副
会
長
で
あ
り

㎜
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ー
ク
ル
の
世
話
人

一
で
も
あ
る
貝
沢
洋
次
さ
ん
が
パ

㎜
ネ
ラ
ー
と
し
て
意
見
を
述
べ
ま

㎜
し
た
。
貝
沢
さ
ん
は
「
最
近
の

…
ニ
ュ
ー
ス
は
悪
い
こ
と
ば
か
り

皿
が
目
立
つ
が
も
っ
と
小
さ
な
善

　　　　　　　　　　　　　　　　臨冒　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　一甲　　　　　　　　　　　　　　　剛¶　　　　　　　　　　　　　　　嗣曽　　　　　　　　　　　　　　閣冒　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　－一　　　　　　　　　　　　軍榊　　　　　　　　　　　　属響　　　　　　　　　　　嗣冒　　　　　　　　　　　幽冒　　　　　　　　　　　－一　　　　　　　　　　■　一　　　　　　　　　　甲一　　　　　　　　　爾曽　　　　　　　　　甲町　　　　　　　　剛冒　　　　　　　　剛一　　　　　　　臨一　　　　　　　窟一　　　　　　－　一　　　　　　隅一　　　　　　隅，　　　　　嗣『　　　　　鵬『　　　　ロー　　　　盧一　　　窩冒　　　一　一　　軍ゴ　　ー　7　　嶺7　隅　一　■　一剛7馴π

▲社会教育への惰熱があふれる

行
も
取
り
上
げ
て
ほ
し
い
、
親
㎜

は
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、
　
㎜

あ
れ
は
い
け
な
い
、
こ
れ
は
危
㎜

な
い
と
規
制
が
多
す
ぎ
る
。
こ
…

う
し
た
反
発
心
が
校
内
暴
力
な
㎜

ど
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
皿

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
の
び
の
　
｝

び
と
し
た
環
境
を
作
る
こ
と
が
㎜

親
の
つ
と
め
だ
と
思
う
。
子
ど
㎜

も
た
ち
は
、
失
敗
を
繰
り
返
し
　
｝

な
が
ら
成
長
し
て
い
く
の
だ
か
　
㎜

ら
、
今
年
の
キ
ヤ
ン
プ
で
は
、
　
㎜

テ
ン
ト
張
り
、
食
事
づ
く
り
、
　
｝

に
大
人
が
手
を
借
さ
な
い
こ
と

を
提
案
し
た
い
」
と
、
ジ
ュ
ニ

ア
サ
ー
ク
ル
で
の
体
験
談
を
交

え
て
、
説
得
力
の
あ
る
発
言
を

行
い
ま
し
た
。

　
津
南
町
の
石
田
美
知
子
さ
ん

は
、
現
在
、
自
宅
を
解
放
し
て

や
っ
て
い
る
「
つ
く
し
の
子
文

庫
」
を
つ
く
る
ま
で
の
様
々
な

で
知
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
純
朴

な
心
の
す
ば
ら
し
さ
な
ど
を
、

生
き
生
き
と
話
し
て
く
れ
ま
し
．

た
。

　
午
後
の
部
で
は
、
上
越
教
育
㎜

大
学
教
授
、
前
田
幹
先
生
が
「
子
㎜

ど
も
の
成
長
と
地
域
の
教
育
力
」
…

と
題
し
講
演
さ
れ
、
地
域
を
よ
㎜

く
知
る
こ
と
の
大
切
さ
と
人
と
、
㎜

自
分
を
大
事
に
す
る
こ
と
の
大
皿

切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
ィ
ヤ
ー
の
準
備
｝
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茄
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か
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い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

失
敗
談
や
子
ど
も
会
活
動
の
中
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㍗



へOqo

（6〕広報かかマとNb．336　59．7．10

ヤ★しキ　　　　　　　所十　　業　　月
5期みヤ星　　大　＿　’十所今一東　八東
斤日ま　ン降　グい　　含東日に後日北　月北

酸購至1騨鞭
㊥
樋
㊧
衝

十
日
町
営

笠
岳

　
　
★
場
所
　
志
賀
高
原
、
笠
岳
キ

　
　
　
　
　
　
ャ
ン
プ
場

⑫
★
会
費
天
三
千
五
百
円

㊧
★
参
加
資
格
郡
市
内
の
青
少
年

細
★
〆
切
七
月
＋
六
昌

㊨
★
申
込
み
焼
テ
薪
灘

　
　
　
十
日
町
総
合
庁
舎
、
農
業
改

良
普
及
所
（
五
七
ー
五
五
一
一
）

建
設
業
退
職
金
共
済
制

度
を
ご
存
知
で
す
か

　
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は

大
工
、
左
官
、
と
び
、
土
工
な

ど
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人
た

ち
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職

金
制
度
で
す
。

　
全
国
で
、
す
で
に
百
五
十
万

人
以
上
の
作
業
員
が
こ
の
制
度

に
加
入
し
、
老
後
や
転
職
に
備

え
着
々
と
退
職
金
の
積
立
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
退
職
金
は
、
一
つ
の
会
社
を

や
め
た
と
き
で
な
く
、
老
後
の

引
退
や
、
他
産
業
へ
の
就
職
な

ど
、
建
設
業
で
働
け
な
く
な
っ

た
と
き
、
共
済
組
合
か
ら
直
接

本
人
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
掛
金
は
一
日
百
八
十
円
で
事

業
主
が
負
担
す
る
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
建
設
業
退
職
金

共
済
事
業
部
、
新
潟
支
部
ま
で

（
皿
〇
二
五
二
ー
二
二
－
七
一

〇
一
）
新
潟
建
設
会
館
内

新
潟
県
離
職
者
生
活

安
定
資
金
貸
付
制
度

明
，
，
，
」
紡
o
勤
き
「
，
、
ノ

”一”■●層口■一一■■一一一●層
★
統
合
中
学
校
体
育
館
起
工
式

　
六
月
十
二
日
、
統
合
中
学
校

体
育
館
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
に
は
、
村
長
を
は
じ

め
議
長
等
が
出
席
し
、
建
築
中

の
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
こ
の
体
育
館
の
建
築
は
、
校

舎
棟
を
建
築
し
た
前
田
建
設
工

業
㈱
が
請
負
い
、
総
工
費
は
二

億
五
千
四
百
万
円
で
す
。
幅
二

十
八
灯
、
長
さ
四
十
九
層
の
体

育
館
は
、
十
二
月
二
十
日
が
完

成
予
定
で
す
。

★
第
二
回
村
膳
会
定
例
会

　
第
二
回
村
議
会
定
例
会
が
、

の
会
期
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
六
月
二
十
六
日
に
行
わ
れ
た

一
般
質
問
で
は
、
北
越
北
線
第

三
セ
ク
タ
ー
へ
の
参
加
、
中
学

校
統
合
後
の
三
校
の
利
用
方
法

国
鉄
信
濃
川
発
電
所
増
強
計
画

住
民
資
金
貸
付
制
度
な
ど
、
五

人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

（
内
容
は
、
議
会
報
で
）

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
は
、
北
越
北
線
第
三
セ
ク
タ

ー
の
設
立
出
資
金
百
万
円
、
計

上
に
質
問
が
集
中
し
ま
し
た
が

慎
重
審
議
の
上
、
原
案
通
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

■
利
用
で
き
る
人

一
、
自
己
の
責
任
に
よ
ら
な
い

理
由
で
離
職
し
、
現
に
求
職

　
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
。

二
、
県
内
に
一
年
以
上
居
住
し
、

　
世
帯
の
生
計
を
維
持
し
て
い

　
た
人
。

■
貸
付
条
件

　
貸
付
金
額
十
万
～
三
十
万
円

　
貸
付
利
率
　
年
四
・
五
響

　
貸
付
期
間
　
三
年
以
内

■
申
込
の
受
付

　
四
月
十
日
～
六
〇
年
三
月
二

　
十
日
ま
で

　
詳
し
く
は
、
労
働
金
庫
十
日

　
町
支
店
ま
で
（
五
ヤ
八
三
8
）

七
月
十
五
日
は
農
業
委

貫
選
挙
の
投
票
日
で
す

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
中
里
村
選
挙
管
理
委
員
会

口『層8ロー層口層■『一層一ロロ『層一一

‘．

朋
、
註
．
豊
辞
賭
：
3
3
3
3
』

危
険
物
取
扱
者
試
験
（
丙
種
）

　
　
　
　
　
準
備
講
習
会

　
昭
和
五
十
九
年
度
の
危
険
物

取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
を
次

の
通
り
行
い
ま
す
。

★
日
時
　
七
月
十
八
日
㈱

　
　
　
　
午
前
九
時
～

★
場
所
　
十
日
町
地
域
地
場
産

　
　
　
　
業
振
興
セ
ン
タ
：

★
講
習
種
別
　
丙
種

★
定
員
　
百
名

★
受
付
期
間
　
開
催
日
の
十
四

　
　
　
　
日
前
～
七
日
前
ま
で

★
申
込
先
　
十
日
町
地
域
消
防

　
　
　
　
本
部
予
防
課
ま
で

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
地
域
消

防
本
部
予
防
課
ま
で
（
皿
五
七

－
一
五
五
五
）

安
全
な
場
所
に
退
避
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
サ
イ
レ
ン
、
ス
ピ
；

カ
ー
が
聞
こ
え
な
く
て
も
増
水

し
て
き
た
ら
急
い
で
退
避
し
て

く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
危
険
な
場

所
で
遊
ん
で
い
た
ら
、
た
め
ら

わ
ず
一
声
か
け
て
、
注
意
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
も
行
こ
う

　
　
大
源
太
キ
ャ
ニ
オ
ン

　
清
津
山
の
会
で
は
、
第
七
回

村
民
ハ
イ
キ
ン
グ
を
左
記
の
要

領
で
行
い
ま
す
。
一
年
に
一
回

く
ら
い
は
、
山
に
登
っ
て
大
自

然
の
す
ば
ら
し
さ
を
満
喫
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

★
日
時
　
七
月
二
十
八
日
～
七

　
　
　
　
月
二
十
九
日
、
午
後

　
　
　
　
一
一
時
～

★
場
所
　
大
源
太
キ
ャ
ニ
オ
ン

★
内
容
　
大
源
太
キ
ャ
ニ
オ
ン

　
　
　
　
で
キ
ャ
ン
プ
翌
日
大

　
　
　
　
源
太
山
登
山

★
会
費
　
三
千
五
百
円

★
申
込
み
　
富
井
吉
三
さ
ん
ま

　
　
　
　
で
（
皿
六
一
一
工
八
6
）
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投
票
時
間
が
投
票
所
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
◎

■
不
在
者
投
票

　
投
票
日
に
都
合
で
投
票
所
に

行
け
な
い
人
は
、
七
月
十
日
か

ら
七
月
十
四
日
の
間
、
役
場
で

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
印
鑑
を

管
持
参
し
て
お
い
で
く
だ
さ
い
．

㊧
※
他
市
町
村
で
不
在
者
投
票
を

細
櫛
諏
響
毅
甥
炉

㊥
で
き
享
の
で
草
め
に
交
付

　
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
ら

　
川
か
ら
上
り
ま
し
ょ
う

　
本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
水
に

よ
る
事
故
が
多
発
す
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
で
は
、

ダ
ム
か
ら
放
流
す
る
際
、
河
川

の
水
難
事
故
防
止
の
た
め
、
宮

中
取
水
ダ
ム
か
ら
小
千
谷
発

電
所
ま
で
の
信
濃
川
沿
岸
に
設

置
し
て
あ
る
警
報
局
（
十
二
箇

所
）
の
サ
イ
レ
ン
、
ス
ピ
ー
カ

ー
を
吹
鳴
し
ま
す
の
で
早
め
に

　
　
　
　
　
　
　
五
月
に
入
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
三
日

現
在
で
七
件
の
事
故
が
発
生
し

　
　
　
八
人
が
負
傷
し
て
い
ま

　
　
　
す
。

　
　
　
　
ま
た
、
十
日
町
管
内

　
　
　
で
は
、
六
十
四
件
の
事

　
　
　
故
が
発
生
し
、
二
人
が

　
　
　
死
亡
し
、
七
十
九
人
が

　
　
　
負
傷
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
村
で
は
、
交
通
事
故

　
　
　
の
多
発
す
る
夏
場
に
か

け
て
、
交
通
指
導
所
の
設
置
や

交
通
安
全
指
導
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
交
通
事
故
は
、
一
瞬
の
気
の

ゆ
る
み
か
ら
で
す
。

　
後
悔
は
先
に
立
ち
ま
せ
ん
。

ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
た
ら
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
、
気
持
ち

を
引
き
締
め
ま
し
ょ
う
。

　
交
通
亭
故
多
発

　
守
ろ
う
交
通
マ
ナ
ー

中
里
村
で
は
、

て
事
故
が
多
発
し
、

投票所 投票時間

第玉投票所 年前7鰺～年後ε時

第2投票所午前7時～午後6時

第3投票所午前7時～午後5時

第4投票所午前7時ヶ午後4時

第5投票所午前7時～午後4時

第6投票所午前7時～年後5時

第7投票所午前7時～午後5時

第8投票所午前7時～午後4時

第9投票所午前7時～午後6時

第10投票所 午前7時～午後6時

第11投票所 午前7時～午後4時

第12投票所 前7時～午後5時

第玉3投票所 午前7時～午後4時

第14投票所 午前7時～午後4時

匙

初
さ

ヤ
』
と

庭
舞
ヒ
リ

3
承
信
い

　
ハ
》

　
戸

聾
・

サレー

へ一

あ
・
そ
う
い
丸
6

蓉
齢
ち
κ
さ
ε

寡
庭
で
釜
．
つ
い
z

C　。J騰
潔

A
、

、

ノ

気
ザ
つ
い
豊
ら

ポ
て
駅
宝

耐
¢
ぜ
亀
い
①

議
L
．
蕊
父
庵

い
．
；
き
す
．

z

．
》

この作品ば山田まゆみさんの協力で

掲載しています。

　
　
交
通
事
故
の
相
談
は

　
　
　
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

　
相
談
に
は
、
専
門
の
相
談
員

が
親
身
に
な
っ
て
応
じ
て
い
ま

す
。

★
相
談
日

　
平
　
日
　
午
前
九
時
半
～
午

　
　
　
　
　
後
四
時
四
十
分

　
土
曜
日
　
午
前
九
時
～
正
午

　
　
（
第
二
土
曜
日
は
休
み
）

★
弁
護
士
相
談
日

　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
一
時
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
四
時

　
社
会
法
人
日
本
損
害
保
険
協

会
・
新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー

　
新
潟
市
本
町
通
七
番
町
一
〇

八
二
…
興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ

ル
五
階
。

　
（
〇
二
五
二
i
二
五
ー
一
八
五
一
）

停
電
の
お
知
ら
せ

★
七
月
十
二
日
㈱

　
午
前
九
時
～
午
後
一
時

　
　
桔
梗
原
、
高
道
山

民
体
育
祭

9
　
田
沢
（
中
）

％
　
　
グ
ラ
ン
ド

　
み
ん
な
で
村
民
体
育
祭
に
参

加
し
ま
し
ょ
う
。

　
年
々
村
民
体
育
祭
が
盛
ん
に

な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
延

七
百
人
も
参
加
し
終
日
大
に
ぎ

わ
い
で
し
た
。

　
昨
年
の
優
勝
チ
；
ム
は
、
第

一
チ
ー
ム
（
芋
沢
・
田
沢
・
桂

如
来
寺
・
東
田
沢
・
豊
里
）
で

す
。
ま
た
、
応
援
賞
は
、
第
四

チ
ー
ム
（
高
道
山
清
津
峡
地
区
）

が
獲
得
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
踊
り

や
衣
裳
で
会
場
に
花
を
添
え
ま

し
た
。

　
今
年
も
、
各
集
落
の
区
長
さ

ん
を
は
じ
め
、
体
育
指
導
員
、

体
育
協
会
の
協
力
を
得
な
が
ら

盛
大
に
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
海
水
浴
に
行
き
た
い
時
期
で

す
が
、
村
民
体
育
祭
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
走
る
の
が
苦
手
な
人
に
は
、

リ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
種
目
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
ど
ん

ど
ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
種
目
抜
粋

　
O
風
船
割
レ
ー
ス

　
○
夜
行
列
車
レ
ー
ス

　
O
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
リ
レ
ー

　
O
百
足
レ
ー
ス

　
O
は
さ
み
リ
レ
ー

　
○
村
民
大
リ
レ
i

罷

転
者
講
習
会

初
心
に

　
　
返
っ
て

　
運
転
者
も
歩
行
者
も
た
い
へ

ん
交
通
マ
ナ
ー
が
悪
く
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
警
察
署
管
内
で
は
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
が

二
件
発
生
し
、
二
人
が
死
亡
し

て
い
ま
す
。
飲
酒
運
転
に
ょ
る

事
故
は
、
言
語
道
断
で
す
。

　
今
年
も
下
記
の
通
り
、
運
転

者
講
習
会
が
開
か
れ
ま
す
の
で

み
ん
な
で
参
加
し
、
交
通
安
全

に
対
す
る
自
覚
を
新
た
に
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
講
習
を
受
け
な

（次回は9月号）

い
と
優
良
運
転
者
の
表
彰
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

日　　時 対象地区 会　　場

7月16日

　（月）
倉俣地区

倉俣生活

改善センター

7月20日

　（金）
貝野地区

貝野多目的

研修センター

7月25日

　（水）
清津峡地区

高道山（小）

　　体育館
7月27日

　（金）
田沢・南・北地区 総合センター

（日寺間午後7：30～9：30）

も

／
村の歴史
　　肱2

天保の飢髄

嶺ぐ

　
天
保
七
年
は
、
春
か
ら
夏
に

か
け
て
冷
気
が
強
く
、
真
夏
で

さ
え
朝
夕
は
綿
入
れ
を
用
い
る

ほ
ど
だ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
上
、
出
穂
期
に
長

雨
が
降
り
、
田
畑
ど
も
作
柄
が

　
　
　
し
が

不
良
で
枇
が
多
く
、
山
陽
や
南

海
地
方
で
平
年
作
の
五
分
五
厘

が
最
上
作
で
、
山
陰
、
関
東
は

三
分
二
厘
、
奥
州
で
は
二
分
八

厘
、
全
国
平
均
三
分
程
度
と
も

い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
山

間
地
で
あ
る
中
里
地
方
で
は
三

分
作
程
度
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
中
か
ら
、
幕
府

へ
の
年
貢
上
納
を
お
さ
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

作
柄
が
悪
い
の
で
例
年
の
よ
う

に
は
上
納
で
き
な
い
の
で
破
免

に
し
て
ほ
し
い
と
代
官
へ
願
い

出
て
い
ま
す
。
そ
し
て
平
年
の

五
六
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
年
貢

を
減
ら
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
い
さ
　
い

　
そ
の
年
の
田
沢
村
の
皆
済
目

録
に
は
「
百
四
拾
七
石
九
斗
壱

　
　
　
　
　
　
　
さ
る
あ
の
だ
ち

升
七
合
壱
勺
、
当
申
青
立
皆
無

出
来
劣
り
減
」
と
あ
り
ま
す
。

平
年
作
の
三
分
作
で
も
例
年
の

半
分
以
上
は
上
納
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
…
…
そ
れ
が
百
姓
に

と
っ
て
ど
ん
な
に
苛
酷
な
も
の

か
想
像
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

直
接
幕
府
へ
年
貢
を
納
め
る
地

主
た
ち
は
、
小
作
の
生
活
が
ど

う
な
ろ
う
と
、
お
旦
へ
の
上
納

を
優
先
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。
だ
か
ら
最
も
弱
い

小
作
の
生
活
が
一
番
困
窮
す
る

の
で
す
。
小
前
百
姓
や
水
呑
百

姓
た
ち
は
直
接
小
作
料
を
納
め

る
地
主
層
へ
小
作
料
を
減
免
し

て
も
ら
う
よ
う
頼
む
の
だ
が
、

地
主
た
ち
は
上
納
優
先
を
考
え

る
と
そ
れ
が
で
き
に
く
い
立
場

に
あ
る
の
で
す
。
こ
の
年
な
ど

は
小
作
人
は
、
年
貢
を
納
め
て

し
ま
え
ば
自
分
の
手
元
に
残
る

さ
　
く
と
　
く

作
徳
米
な
ど
ほ
と
ん
ど
無
か
っ

た
の
だ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

他
借
を
し
て
喰
い
の
ば
す
の
に

も
限
度
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
銘

に
な
る
も
の
は
す
べ
て
質
に
入

れ
る
か
手
放
す
か
し
て
菊
や
穫

や
ほ
か
の
食
糧
に
替
え
て
い
た

の
で
す
。
そ
れ
さ
え
で
き
な
く

な
っ
た
者
は
ど
う
し
て
生
き
た

の
で
し
ょ
う
か
。
昔
か
ら
「
人

の
二
月
と
馬
の
四
月
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
人
は
二
月

が
一
番
餓
死
者
が
多
い
と
い
う

凶
年
の
こ
と
ば
で
す
。
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も
藪
鰯

験
・
鳶
㊦

譜驚
　
“
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る

ぞ
”
と
い
う
情
報
を
お

願
い
し
ま
す
。

ス
ッ
飛
ん
で
行
き
ま
す
。

　
（
六
三
・
二
五
一
て
鯉
二
）

福
祉
年
金
証
書
の
提
出

　
八
月
に
支
給
を
受
け
た
ら

　
福
祉
年
金
は
、
費
用
の
全
額

が
国
の
負
担
に
よ
っ
て
支
給
さ

れ
る
た
め
、
恩
給
や
厚
生
年
金

な
ど
を
受
け
て
い
た
り
、
受
給

者
本
人
、
ま
た
は
、
扶
養
義
務

者
な
ど
に
あ
る
程
度
の
所
得
が

あ
る
と
き
は
、
支
給
さ
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
毎
年
一
回
、
前
年
の

所
得
な
ど
に
つ
い
て
審
査
を
行

い
、
年
金
の
支
払
額
を
決
定
し

ま
す
。

　
そ
の
作
業
を
八
月
中
に
行
い

ま
す
の
で
、
八
月
期
の
年
金
を

受
け
取
り
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に

　
「
福
祉
年
金
証
書
」
を
役
場
の

年
金
係
ま
で
提
出
し
て
く
．
だ
さ

い
。
な
お
、
そ
の
際
、
印
鑑
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

縮脚の晒窃庸
　大正の初期まで、ここは角間、

倉下、土倉、南魚方面に行く唯一

の道として往来があったといいま
す。この堀割の後は、その昔東田

尻の水田に水を引くためにトンネ

ルがあったのが崩れたものです。

　今もこの下には、穴沢からの水

路が通り、東田尻の水田を潤して
います。　　（東田尻・穴沢水路）

　
　
曳
峯

、
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー
ル
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
十
二
回
青
年
大
会
予
選
会

リワリワリワリリリリ
，、脚z、　揃瀾呂　　　　　、雫。鞭　舗■■

芳言虜代れ

壷4備繊
　
■

たつけなし…………よわむし

たまげた……………おどろいた

ちょっぺ……………おせっかい

つよんぽ……………つえ

てつちよ……………つえ

でっぽむかし………うそばなし

ど！～ミる………………うまる

どうど………………たくさん

「方言の研究」から清津峡（小）土倉分校作

　
第
三
十
二
回
、
新
潟
県
青
年

大
会
中
魚
沼
郡
予
選
会
が
、
去

る
六
月
十
七
日
、
中
里
村
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
、
中
里
村
、

津
南
町
、
川
西
町
の
選
手
、
二

百
二
十
四
人
が
集
ま
り
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
田
沢
中
学
校
体
育
館
で
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
バ

レ
；
ボ
ー
ル
が
行
わ
れ
、

汗
を
飛
ば
し
な
が
ら
の
熱

戦
に
盛
ん
な
拍
手
が
わ
き

ま
し
た
。
中
里
村
、
期
待

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は

予
想
通
り
の
力
を
発
揮
し

見
事
優
勝
。

　
剣
道
、
卓
球
は
、
田
沢

小
学
校
、
野
球
は
、
村
民

グ
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は

会
場
の
都
合
で
、
津
南
町
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
以
外
は

優
勝
を
逸
し
ま
し
た
が
、
剣
道

の
個
人
戦
で
は
、
樋
口
秀
夫
さ

ん
（
干
溝
）
が
優
勝
し
、
中
沢

秀
雄
さ
ん
（
上
山
）
が
三
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

▲すさまじい闘志のぶつかり合い
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出会い……◆俺が出稼ぎに行っているとき　i萎

契惣雰弊1黙㌶乳禦穫i　顯、諜縣難翻・、寅騨鯉

　の後、友人の友達呼びでいっしょになり　i新婚生活は……◆精神的にゆとりがでてき

　交際を始めました。　　　　　　　　　i　ましたし、家の中が明るくなりました。

第一印象は……◆にぎやかな人。ワおとな　i　ワこんなもんかなあ一。いつもいっしょ

　しそうな人。　　　　　　　　　　　　　i　にいることができて幸せです。

結婚を決意したのは……◆農業を好きとい　i農家に嫁いで……ワ自分が考えていたより

　う人は貴重ですよ。迷わずアタックしま　i　も農業ってむずかしいですね。今はもう

　した。ワ無口だけど、とても行動力があ　i　慣れることで精一杯です。原町はとても

　るんです。この人ならと思いました。　　i　広くて静かでびっくりしました。

oリワリワリQリワリリリワリ（フリq）リワリワリワリワリoりoリワリQリワリq）りQりQりq）リワリoりq）りq》リワリ

清
津
公
園
線
交
通
規
則

　
林
道
小
松
沢
線
開
設
に
伴
い

落
石
事
故
防
止
の
た
め
次
の
と

お
り
交
通
止
め
と
な
り
ま
す
。

轍
馨
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体
育
協
会
長
杯

　
第
一
回
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
終
わ
る

　
六
月
二
十
四
日
、
中
里
村
テ

ニ
ス
協
会
主
催
に
よ
る
第
一
回

硬
式
テ
ニ
ス
大
会
が
上
村
病
院

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
利
用
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

★
成
績

〈
男
子
〉

　
一
位
　
阿
部
　
等
（
高
道
山
）

　
二
位
　
山
本
健
吉
（
通
り
山
）

　
三
位
　
樋
口
賢
治
（
干
　
溝
）

〈
女
子
〉

　
一
位
宮
島
正
子
（
十
日
町
）

　
二
位
　
宮
島
孝
子
（
　
〃
　
）

　
三
位
　
小
宮
山
ミ
ヨ
子
（
〃
）

　
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
会
員
を

募
集
中
で
す
。
あ
な
た
も
、
テ

ニ
ス
を
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。

　
連
絡
先
、
山
本
健
吉
（
六
三

－
二
八
六
一
）

出
稼
者
大
い
に
く
つ
ろ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

出
稼
者
帰
省
大
会

1　　　　　　　　　＼＼
1　．1＿」噌一『　　　　＼

　
第
二
回
出
稼
者
帰
省
大
会
が

七
月
一
日
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
、
出
稼
者
三
十
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
大
会
の
は
じ
め
に
、
上
村
村

長
か
ら
「
出
稼
ぎ
大
変
ご
苦
労

様
で
し
た
。
無
事
に
帰
ら
れ
て

何
よ
り
で
す
」
と
、
苦
労
の
多

阿部小百合さん（高道山小）

い
出
稼
ぎ
生
活
に
慰
労
の
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。

　
体
験
発
表
で
は
、
芋
川
新
田

の
大
島
進
さ
ん
が
「
相
手
方
に

信
頼
さ
れ
安
心
し
て
働
け
る
職

場
を
探
す
こ
と
は
大
変
な
こ
と

で
す
。
私
た
ち
も
こ
こ
十
数
年

同
じ
会
社
に
勤
め
て
い
ま
す
が

　
　
年
々
仕
事
量
も
減
り
収
入

　
　
も
減
っ
て
い
ま
す
。
出
稼

▲健康と事故に気おつけて

　
ス
ポ
ー
ツ
は
、

が
得
意
で
す
。
昨
年
の
村
内
小
学
校
い

親
善
水
泳
大
会
で
、

后
）
で
一
位
、

后
）
で
二
位
に
な
り
ま
し
た
。
信
じ

ら
れ
な
い
気
持
ち
で
し
た
が
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
。
大
会
の
時
は
い
つ

も
「
ヨ
シ
、

心
に
決
め
て
ブ
ー
ル
に
飛
び
込
み
ま
一

す
。
来
年
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
に
入
り
、

日
本
の
江
上
選
手
を
目
指
し
て
、

ン
バ
リ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぎ
に
対
す
る
理
解
と
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
凶
と
、
述

べ
る
と
と
も
に
留
守
家
族

の
た
め
の
相
談
窓
口
を
設

け
て
ほ
し
い
と
要
望
さ
れ

ま
し
た
。
懇
親
会
の
席
で

は
、
出
稼
先
で
の
よ
も
や

ま
話
に
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
水
泳
と
マ
ラ
ソ
ン
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
平
泳
ぎ
（
五
十
一

　
　
ク
ロ
ー
ル
（
二
十
五
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
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勝
っ
て
や
る
ぞ
」
と
、
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’

　
中
学
校
に
進
ん
だ
ら
、
　
曜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
全
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　切り花好評
　　　　　清津スカシユリ

　見事にふくらんだ清津スカシユリ

が次々と切られ、切り花として出荷

されています。中里村花卉組合では

3年前から切り花を手掛け、今では

約1始栽培されています。今年は春

からの日照りで、市場で品不足のた

め高値で取引されています。

　
ド
ン
ド
ン
　
花
火
の
打
ち
上
げ
を

合
図
に
約
二
百
人
の
釣
マ
ニ
ア
が
清

津
川
に
釣
り
糸
を
垂
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
六
月
十
七
日
中
魚
沼
漁

協
主
催
に
よ
る
ニ
ジ
マ
ス
釣
大
会
の

も
よ
う
で
す
。
大
会
の
た
め
に
放
流

さ
れ
た
約
一
万
五
千
匹
の
ニ
ジ
マ
ス

の
中
に
は
、
六
十
茜
に
お
よ
ぶ
大
物

も
い
て
、
釣
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

★
村
内
入
賞
者
　
　
〔
大
漁
賞
〕
三
位

山
田
勝
弘
（
田
代
）
同
三
位
鈴
木
利

幸
（
重
地
）
　
〔
大
物
賞
〕
桑
原
信
一

（
田
代
）
　
・
四
キ
。
。

　▲強い手ごたえ

齢購鱒鍵繋繍

▲軌道にのってきた切花栽培

　
デ
ィ
ス
コ
や
民
謡
に
合
せ
て
母
ち

ゃ
ん
た
ち
が
レ
ク
ダ
ン
ス
に
汗
を
流

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
民
館
主
催
の

リ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
の
模
様

で
す
。
　
「
音
楽
に
合
せ
て
、
体
を
動

か
す
っ
て
気
持
い
い
」
　
「
疲
れ
て
も

気
分
す
っ
き
り
」
と
母
ち
ゃ
ん
た
ち

に
大
好
評
。
　
「
健
康
と
ス
ト
レ
ス
解

消
に
最
高
で
す
」
と
　
十
日
町
ヘ
ル

シ
ー
サ
イ
ク
ル
の
田
口
先
生
も
太
鼓

判
を
押
し
て
い
ま
す
。
母
ち
ゃ
ん
た

ち
も
回
を
重
ね
る
度
に
・
、
踊
る
カ
、

コ
ウ
が
さ
ま
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

▲気分壮快レクダンス


